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国立歴史民俗博物館に収蔵されている（故）直良信夫収集の栃木県佐野市葛生から産出したオオ

カミ（Canis lupus sspp.）の標本 4 点について，加速器質量分析計 （AMS） による放射性炭素（14C）

年代測定を行って，それぞれの個体の生息年代を明らかにした。また，14C 年代測定によって年代

が明らかとなった更新世以降の日本列島のオオカミを，個々の正確な生息年代で時間軸上に並べ，

それぞれの下顎第一臼歯の近遠心径の大きさを指標として経時的な変化の様相を検討した。その結

果，更新世の化石オオカミと現生ニホンオオカミとの間には明らかな大きさの相違と時間軸上での

不連続が認められ，ニホンオオカミは更新世オオカミが小型化した「直系子孫」とは考えにくく，

さらなる検証が必要であるとの結論を得た。
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はじめに

北半球には広くハイイロオオカミ （Canis lupus） が分布し，30 以上の地理的亜種が認識されて

いる ［Pocock 1935，Boitani et al . 2018］。日本列島においてもかつて，北海道にエゾオオカミ（Canis 
lupus hattai）が，また本州，四国，九州にニホンオオカミ （C. l. hodophilax） が広く生息していた

が，彼らは近代生物学が確立する以前の明治年間（エゾオオカミは 1896 年，ニホンオオカミは

1905 年）に絶滅してしまったため，日本列島の「現生哺乳類」としては例外的に多くのことが未

解明のままとなっている。エゾオオカミとニホンオオカミは，分子系統学的研究によればそれぞれ

ハイイロオオカミの中の一亜種を形成することが明らかにされている［Ishiguro et al . 2009；2010，

Matsumura et al . 2014；2020］。 それによれば，エゾオオカミはカナダ系ハイイロオオカミに属し，

ニホンオオカミは他の地理的亜種とは遠く隔たって孤立した集団をなしている。また，ユーラシア

大陸の亜種とニホンオオカミとの間には遺伝的距離が大きく，ニホンオオカミの帰属と日本列島へ

の渡来の時期や過程については，意見の一致を見ていなかった［今泉 1970a,b，宮尾ほか 1984，長谷

川 1998］。

近年，更新世の化石標本から明治時代の現生標本まで，決して少なくない数のオオカミ標本が各

地の公的機関に所蔵されていることが多くの研究者の努力によって知られるようになった［直良

1965，宮本ほか 1983，小原 1990a,b，北村ほか 1999，長谷川ほか 2004，小山ほか 2011，甲能ほか 2022］。

特に室町時代から江戸時代にかけてのニホンオオカミ標本が，当時の人々の宗教観による地域的な

信仰などの文化的な背景から各地の神社や旧家に残されており，これらの一部については詳細な計

測学的研究がなされている［小原 1990a,b］。ニホンオオカミは，ハイイロオオカミの亜種の中でと

りわけ小型であることが特徴の一つであり，地理的に近い地域に生息する亜種であるチュウゴクオ

オカミ（C. l. chanco）やチョウセンオオカミ（C. l. coreanus）と比較しても，その頭蓋や歯，体

骨格の計測値などから，より小型のオオカミであったとされている［Temminck 1839，今泉

1970a,b］。一方，本州の更新統とされる裂罅堆積物などから知られる化石オオカミは，世界的に見

ても極めて大型であることが知られている［Saito 1957，直良 1965，長谷川 1998，長谷川ほか 2020，

Segawa et al . 2022］。これまでに，①更新世の化石オオカミはニホンオオカミとは異なる大陸のハ

イイロオオカミそのものであり，ニホンオオカミは日本列島に古くから生息していた依存固有種で

あるとする考え［長谷部 1941，今泉 1970a,b，直良 1972］と，②更新世の化石オオカミは現生のニホ

ンオオカミが完新世以降（縄文時代以降）に小型化する以前の「祖先」集団（すなわち更新世ニホ

ンオオカミ）であり，ニホンオオカミは大陸から渡来した大型のハイイロオオカミが小型化した島

嶼型亜種であるとする考え［阿部 1936，宮尾ほか 1984］があり，未解決の問題として残されていた。

それぞれの種の定義やその成立過程に対する見解の相違は，国内のニホンオオカミの標本の多く

が正確な生息年代の情報を欠いていることや生息年代のわからない標本をどのように切り分けるか

によって集団の内容が変わってしまうことから，定量的な形態の比較・検討がされにくかったこと

にも起因していると考えられる。とくに具体的な年代の情報が残されていない中世以前のオオカミ

標本については，それらの生息年代を産出した地層や共産物の情報に頼らざるを得なかった［直良
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1965，宮尾ほか 1984］ため，時間軸上での形態計測学的な比較が困難であった。このことに関して，

後期更新世以降の標本の年代を絶対値で測定する方法として，古くより放射性炭素（14C）年代法

［Libby et al . 1949］が知られており，日本国内においても 14C 年代法に基づいた哺乳類化石の年代

測定に関して少なくない研究が知られている［例えば有田ほか 1990，沢田ほか 1992，南ほか 1999，高

橋ほか 2006，Takahashi and Yasui 2017，Segawa et al . 2022 など］。一方で，1990 年代以前に哺乳類

化石に対する 14C を用いた年代測定が進まなかったのは，年代測定に必要な試料が数グラムと多

かったため，希少性の高い化石標本からの試料採取が躊躇されていたことも一つの理由であった。

しかしながら，現在では高感度な加速器質量分析計（AMS）を用いた 14C 年代測定法の著しい進

歩により，極めて微量の試料採取により年代測定が可能となった［南 2012］ことから，1990 年代

以降には標本個々の年代測定が広く行われるようになっている。

本報告では，北海道を除く日本列島の自然堆積物から産出したオオカミの正確な生息年代を明ら

かにするため，国立歴史民俗博物館所蔵の直良コレクションである A-636-1-1-18-1，A-636-1-

1-18-4，A-636-1-1-19-1，A-636-1-2-41-2 ［直良 1965］の 4 標本について，標本破壊を最小限

に留める微量の試料を採取して AMS14C 年代測定を行なった。また，これまでに北海道を除く日

本列島から産出した更新世の化石オオカミ，洞窟堆積物から産出した中世以前のオオカミ，中世以

降明治年間にかけての個体について可能な限り AMS14C 年代測定を行なって，本研究の結果と共

に時間軸上に並べたうえで，更新世オオカミと完新世以降の現生ニホンオオカミの下顎第一臼歯の

大きさの経時的な変化を概観し，現生ニホンオオカミが更新世オオカミに比較して小型化したある

いは小型であると言えるのかどうかを検証した［Kohno, A. et al . 投稿中］。

❶……………本研究に用いたオオカミ化石および遺骸

国立歴史民俗博物館所蔵の直良コレクションのオオカミ標本は，すでに直良［1965］によって詳

細な記載がなされているので，本報告ではその概略を記すと共に誤りを訂正し，14C 年代の測定に

用いた部位を記録しておく。なお，年代測定の詳細については，本冊の調査研究活動報告「直良コ

レクションおよび関連する動物化石の年代測定結果」に報告している。

⑴ A-636-1-1-18-1。栃木県佐野市宮下町の旧葛生町大叶吉沢石灰工業株式会社大叶工場第 2 採

石場洞窟から産出したとされる同一個体の左右の上顎骨片と下顎骨からなる標本である［直良

1965］。しかしながら，この標本を最初に記載した Saito ［1939］や Shikama ［1949］によれば，この

標本は会沢町に所在した旧葛生町会沢大久保宮田石灰工業株式会社会沢採石場第 1 洞窟から産出し

たものであり，早稲田大学（当時）の徳永重康と東北大学（当時）の鹿間時夫によってそれぞれ別々

に上顎骨と左右の下顎骨の一部が収集された。左上顎第 4 前臼歯〜第 2 臼歯と右上顎第 4 前臼歯，

左下顎骨の下顎体（A-636-1-1-18-1）は，徳永から斉藤弘（のちの斉藤弘吉）に研究がゆだねら

れ［斉藤 1938］，上顎骨の前半部（IGPS 65598）と左右の下顎骨筋突起　（IGPS 65599） は，鹿間が

学位論文の一部として記載され，後に斉藤［1938］とは別に公表された［Shikama 1949］。したがって，

徳永の収集した標本だけが直良コレクションとして国立歴史民俗博物館に所蔵されているものであ
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り，鹿間の収集した標本はこれとは別に東北大学に所蔵されているが，これらは全て同一個体に属

する。なお，Shikama ［1949］は，この標本をMicrotus-Meles bed（上部葛生層：上部更新統）か

ら産出したとしているが，直良［1965］はこの個体がトウヨウゾウの遺骸と一緒に発見されたとし

ており，その年代も当時のトウヨウゾウの生息年代論に基づいて前期更新世としている。14C 年代

測定のための試料は，下顎体と筋突起の破断面から採取した。

⑵ A-636-1-1-18-4。栃木県佐野市宮下町（旧葛生町大叶吉沢石灰工業株式会社大叶工場第 8 丁

場裂罅）から産出した体骨格で，ニホンムカシジカが含まれる地層から産出し，その上位に厚い

ローム状の粘土層が乗っていたことから，直良［1965］により前期更新世の終わりから中期更新世

のものとされたものである。14C 年代測定のための試料は，脛骨近位端の緻密骨から採取した。

⑶ A-636-1-1-19-1。栃木県佐野市会沢町（旧葛生町会沢大久保宮田石灰工業株式会社会沢採石

場裂罅）から産出し，産出層準の上位にローム様の赤土が堆積していたことから，直良［1965］に

より A-636-1-1-18-4 と対比できる地質年代（前期更新世の終わりから中期更新世）と推定され

たものである。14C 年代測定のための試料は，下顎犬歯の歯髄腔壁から採取した。

⑷ A-636-1-2-41-2。栃木県佐野市会沢町（旧葛生町会沢大久保宮田石灰工業株式会社会沢採石

場裂罅）から産出した頭蓋骨後半（脳頭蓋）1 個，右上顎骨片 1 個，前上顎骨前端片 1 個，左右下

顎骨である。これらが発見された堆積層からは，発見者により古墳時代の踏鍬の刃もしくは鋤頭と

思われる鉄片が見つかったとされていることから，直良［1965］により古墳時代のものとして報告

されたものである。14C 年代測定のための試料は，下顎体から採取した。

❷……………14C年代の測定結果

国立歴史民俗博物館所蔵の直良コレクションに含まれるオオカミ A-636-1-1-18-1，A-636-1-

1-18-4，A-636-1-1-19-1，A-636-1-2-41-2 の 4 標本の 14C 年代測定の結果を，本冊の調査研究

活動報告「直良コレクションおよび関連する動物化石の年代測定結果」に基づいて以下にまとめる。

A-636-1-1-18-1 を除いては，コラーゲンの収率は 1 ％以上で， C/N 比もコラーゲンの値であ

る 2.8-3 .6 に含まれる値を示し，保存状態は極めて良かった。一方で，A-636-1-1-18-1 はコラー

ゲン収率が 0.16 ％と極めて低く，C/N 比もコラーゲンの値を大きく外れる値を示した。また，抽

出されたコラーゲンの総量もわずか 0.2 mg だったため十分なグラファイト量が得られず，AMS

による 14C 年代測定を行うことはできなかった。A-636-1-1-18-1 は，骨の比重が大きい事から充

分化石化しており，相対的に比重も小さく化石化していない有史時代以降の遺骸とは明らかに保存

状態が異なっていることから，新しくても上部更新統もしくは中部更新統から産出したものである

と推測される。 

A-636-1-1-18-4 の生息年代は，既に述べたとおりその産出層準にニホンムカシジカが含まれ

ていたことや上位に厚いローム様の粘土層が堆積していたことから，前期更新世の終わりから中期
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更新世のある時期とされていた［直良 1965］。しかしながら，今回 AMS による 14C 年代測定を行っ

た結果，暦年較正年代（calBP±1σ）は 33645±238（68 .2 ％）で後期更新世後期のものであるこ

とが明らかとなった。

A-636-1-1-19-1 については，直良［1965］によれば上記の A-636-1-1-18-4 と大きさや骨学

的特徴も大変良く似ていたとされ，産出した状況からもこれらは同年代ではないかと推測されてい

た。今回 AMS による 14C 年代測定を行った結果，暦年較正年代（calBP±1σ）は 35626±481

（68 .2 ％）となり，A-636-1-1-18-4 よりやや古い後期更新世後期のものであることが明らかとなっ

た。

A-636-1-2-41-2 については，これが産出したとされる黒土層中に踏鍬の刃か鋤頭と思われる

ものが含まれていたとされ，その考古学的情報から既に述べたとおり古墳時代のものと考えられて

きた［直良 1965］。今回 AMS による 14C 年代測定を行った結果，暦年較正年代（calBP±1 σ）は

5008±74（68 .2 ％）を示し，古墳時代よりもさらに古く縄文時代中期に遡ることが明らかとなった。

❸……………更新世化石オオカミとニホンオオカミにおける下顎第一
臼歯の大きさ

AMS14C 年代測定法により生息年代の明らかになった直良コレクションの A-636-1-1-19-1 と

A-636-1-2-41-2 を含む更新世化石オオカミと，完新世以降のニホンオオカミの下顎第一臼歯の

近遠心径の大きさを時間軸上で比較したものを図 1，図 2 に示す。下顎第一臼歯における近遠心径

（前後最大長径）および頬舌径（前部幅径）の計測部位は，斎藤［1963］に従った。更新世化石オ

オカミの下顎第一臼歯の近遠心径の変異幅は 35-29 mm で，完新世以降のニホンオオカミのそれ

は 29-23 mm（ライデン自然史博物館のニホンオオカミ C 標本は，Gojobori et al . 2021 によりイヌ

との交雑個体であることが明らかとなったので，本稿では除外した）であった。これまでニホンオ

オカミは縄文時代を境として小型化したとしばしば言われてきた［宮尾ほか 1984，中村 1988］。しか

しながら，今回の AMS による C14 年代測定により時間軸上で下顎第一臼歯（M1）の近遠心径の

経時的な変化傾向を見ると，縄文時代以降は弥生時代から江戸時代に至るまで 29-28 mm に達す

る個体は存在し続けている。したがって，時間軸上では M1 近遠心径が 35-29 mm の範囲に入る大

型の更新世オオカミと，M1 近遠心径が 29-21 mm の範囲に含まれる縄文時代以降の小型のニホン

オオカミは，連続性が疑わしい二つのグループに区別できることが示唆された。更新世から明治時

代にかけて経時的に小さくなったとは考えにくい。さらに，Segawa et al . ［2022］は，後期更新世

の化石オオカミ A-636-1-1-18-1 と縄文時代のニホンオオカミ A-636-1-2-41-2 それぞれの核

DNA を解析し，前者は大型であるにも関わらず雌個体で後者は小型ではあるが雄個体であったこ

とを明らかにしており，更新世の化石オオカミと縄文時代以降のニホンオオカミは，雌雄の体サイ

ズの関係からも連続性は疑わしい。図 3 は，それぞれの下顎第一臼歯の近遠心径と頬舌径を比較し

たものである。更新世化石オオカミの下顎第一臼歯は，近遠心径に対して頬舌径が大きく厚みのあ

る咬合面観を持つのに対して，ニホンオオカミの下顎第一臼歯では近遠心径に対する頬舌径が小さ

い傾向にあることも明らかとなった。
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❹……………考察

これまで正確な年代が知られていなかった洞窟堆積物産オオカミ遺骸について，AMS を用いた
14C 年代法により初めて正確な生息年代を個々の個体単位で明らかにしたことにより，更新世から

現生にかけての日本産オオカミを時間軸上で計測形態学的に比較検討することが可能となった。今

回の AMS による 14C 年代測定によって生息年代が明らかになった北海道を除く日本列島（本州，

図１． 
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図３．Segawa et al. (2022)より一部改変して引用． 
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四国，九州）の更新世〜現生のオオカミ標本に基づいて，下顎第一臼歯の計測値の分布を時間軸上

で示した結果，本州，四国，九州のオオカミは更新世産の化石オオカミと完新世のニホンオオカミ

との間で不連続であることが明らかとなった。また，更新世オオカミにも完新世のニホンオオカミ

にもそれぞれの年代分布の中で経時的な大きさの変化（大型化や小型化）の傾向は認められなかっ

た。さらに，ニホンオオカミの口蓋骨正中後端には明瞭な湾入が見られる［今泉 1970b］のに対して，

これまでのところ標本点数が少ないながら更新世オオカミにはこの特徴が見られないことなども，

時代を異にする 2 つの個体群が連続的な祖先−子孫の漸移集団ではないことを暗示する形態的相違

として解釈することができる。これらの事実は，日本列島の更新世のオオカミと完新世のニホンオ

オカミとの間に個体群間の不連続があったことを示しており，およそ 2 万年前から 1 万年前までの

時期に別集団の移入と新旧集団の交代が起こっていたことが強く示唆される。こうしたことから，

本州，四国，九州には更新世と完新世とで異なる集団に属するオオカミが存在していたことが強く

示唆される。

❺……………まとめ

1．これまで正確な年代が知られていなかった洞窟堆積物より産出したオオカミ遺骸について，

AMS を用いた 14C 年代法により正確な年代を明らかにした。

2．年代の明らかになったオオカミ遺骸に基づいて，下顎第一臼歯の計測値の時間軸上での分布を

検討した結果，更新世産の化石オオカミと完新世のニホンオオカミとの間で大きさの不連続が認め

られた。

3．更新世の化石オオカミと完新世のニホンオオカミは，それぞれ経時的な小型化の傾向は認めら

れなかった。

4．これらの事実は，日本列島の更新世のオオカミと完新世のニホンオオカミとの間に個体群の不

図 3　下顎第一臼歯の近遠心径と頬舌径の比較 
■更新世化石オオカミ，■ニホンオオカミ
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連続があったことを示しており，後期更新世末にこれまで想定されたことのなかった集団の移入と

交代が起こっていたことが強く示唆された。

❻……………その後の研究結果

本稿の脱稿以降に，更新世化石オオカミ NMJH A-636-1-1-19-1 と NMJH A-636-1-2-41-2

について，本共同研究による古代 DNA 解析の結果が得られ，本研究で明らかにした 14C 年代測定

結果および下顎第一臼歯の大きさの時間軸上での不連続性について総合的に検証した。その結果，

本研究結果と同様に古代 DNA 解析によってもニホンオオカミは更新世オオカミの「直系子孫」で

はないことが明らかとなり，更新世化石オオカミとニホンオオカミの関係について長年の議論に終

止符が打たれた。さらに，①これら日本産更新世化石オオカミは，これまで知られていなかった古

い系統の大型オオカミであること，②ニホンオオカミの祖先は，日本列島に生息していた古い系統

の更新世オオカミと，最終氷期後期に日本列島に渡来した新しい系統のオオカミとの交雑集団であ

ることが明らかとなった［Segawa et al . 2022］。
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Determination of the Radiocarbon (14C) Age for the Specimens of Wolves 
from Kuzuu,Tochigi Prefecture in the Nobuo Naora Collection of the 
National Museum of Japanese History, and the Temporal Changes in the 
Size of the Lower First Molars of Wolves of the Japanese Archipelago

KOHNO Ayako, SHIGEHARA Nobuo, TOKANAI Fuyuki, KUDO Yuichiro and 

KOHNO Naoki

The radiocarbon (14C) age for four wolf specimens (NMJH A-636-1-1-18-1, A-636-1-1-18-4, A-636-

1-1-19-1, and A-636-1-2-41-2) that were collected by Nobuo Naora in 1940s-1960s from the fissure 

deposits in Kuzuu, Sano City, Tochigi Prefecture in the Nobuo Naora’s collection at The National 

Museum of Japanese History were measured by Accelerated Mass Spectrometry (AMS).  As a result, 

NMJH A-636-1-1-18-1 was unmeasurable as over background, suggesting that it was thought to be 

of the middle Late Pleistocene or much older in age: in fact it was strongly fossilized. NMJH A-636-

1-1-18-4 was initially thought to be of the period between the latest Early Pleistocene and the Middle 

Pleistocene by Naora himself, but it was measured as the late Late Pleistocene (33645 ±238 BC). 

NMJH A-636-1-1-19-1 was also initially thought to be the same age as NMJH A-636-1-1-18-4, but it 

turned out to be a slightly older than the previous thought, i.e., the late Late Pleistocene (35626±481 

BC). NMJH A-636-1-2-41-2 had long been thought to be from the Kofun Period (Mid 3rd century or 

7th century) by Naora, but it was measured as an age of the Middle Jomon period (5008±74 BC).

 In addition, fossils and remains of wolves from the Japanese Archipelago after the late Late 

Pleistocene (younger than 50 Ka), whose ages were revealed by 14C dating, were compared based 

on the size of the lower first molar (M1) through time, and the mesiodistal diameters of each M1 

were compared with each other to consider the chronological changes of their sizes. As a result, 

discontinuity of the M1 size between the fossils older than 12 Ka and the remains younger than 12 Ka 

was recognized. Furthermore, comparing the proportion (rectangle) of the M1s in mesiodistal by 

buccolingual diameters in occlusal view, the buccolingual diameter is larger and thicker compared to 

the mesiodistal diameter in fossil wolves, but there tended to be smaller and thinner in the Japanese 

wolves. We concluded that the Japanese wolf was not a “direct descendant” of the Pleistocene wolf 

known from the Honshu Island.  

Key words: Nobuo Naora collection, 14C-dating method, Pleistocene wolves, Japanese wolves, Lower 

first molars




